
ふれあいトーク記録書 （ 議会サポーター意見交換会 ） 

開催日時：

 

令和６年１月２５日（木） 午後７時００分 ～ 午後  8時  15分 

場 所 ： オンライン（Zoom） 

参加人数： サポーター 3名 議員 9名 

次 第 ： １．開会挨拶  市議会議長 関戸郁文 

２．意見交換会 

３．閉会挨拶  市議会副議長 片岡健一郎 

 

項目 参加者の意見・質問 議会の応答 

１．12月定例会

を振り返って 

 

 

・市の未来寄合と減災セミナーが重なって参加できなかった。市

と調整してほしい。内容についても知りたい。 

・マンションの管理について法律ができた。市を中心にマンショ

ンについて意見交換できないか。 

・買い物難民の課題について岩倉市ではどのようか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今後しっかりと市と調整する。 

・当日配られた資料を提供する。また武村先生の

YouTube録画配信があるので確認していただければ

と考える。 

・管理会社を含め条件が違うのでなかなか困難で

ある。 

・岩倉市のマンション管理についてのニーズを市

と共有し情報提供したい。 

・岩倉市においても老朽化マンションの価値を高

める協力をしていく。注視したい・ 

・岩倉団地では自治会と意見交換をしながら市と

やりとりし調整した。買い物難民は大きな問題とし

て認識している。 



 

・動画のアップが早くなった。 

 

・給食センターの経費の消費税が抜けていたことについてはも

っと今後どうするのか改善策はいつまでにやるのかと突っ込ん

で質問すべき。 

・行政の中で今回の失敗について共有すべき。 

 

 

 

・議会運営の手順に決まり文句があるが必要ない部分があるの

ではないか。スピード感を持ってやってほしい。決まりきったこ

とは省くべき。 

 

・岩倉駅西側のロータリーのところの点字ブロックが切れてい

ている。非常に危ないと思うがどのように考えるのか。 

 

 

 

 

・主要施策の成果報告書で後期高齢者福祉に関して一人いくら

かかっているかを表現したらどうか。 

・具体的な数字を出して成果報告をすべきだがどうか？次年度

の改善に向けて必要。 

 

・農家の人が作った余った野菜を市民に供給でき

るような仕組みを提案したい。 

 

・チェック体制の人数を増やす。 

・ミスをしたことに当局は深く受け止めている。 

・議会としては厳しくチェックしたと認識してい

る。 

・見積書には消費税を必ず入れるとするよう指摘

した。当局を認識している。 

・全員協議会の場で継続的に指摘していく。 

・議会として議案に質問がないと予想されても質

問がないか聞くのは手順として必要。 

・議会において適切な手続きは必要。民主的な手続

きの正当性を担保することは重要。 

・何か理由があるのか確認する。 

・市の計画では西側ロータリーの点字ブロックに

ついてしっかり設置していくとある。 

障がい者計画についてパブリックコメントが集め

られているのでコメントする。 

 

・後期高齢者だけの施策に分けられないので難し

い。 

・後期高齢者医療費については一人当たりの必要

費用は算出できる。 

・成果報告書の書き方については行政が評価して



 

 

・役所の封筒には広告を付けて稼いだらどうか。 

 

 

 

・図書館において岩倉が関連する大河ドラマを備えることはで

きないか。 

・岩倉が関連するテレビ番組の録画を貸し出すなどできないか。 

 

・議会視察対応内容を公開してはどうか。 

・来てもらった議会の報告書をリンクをはって開示できないか。 

 

・岩倉市民活動支援センターに岩倉市議会視察の後に他の地域

の議員さんが市議会の紹介できてくれた。岩倉市議会が視察に行

ったときも地域の市民活動支援センターを視察し情報提供して

ほしい。 

 

・予算についての議会報告会の日程は。 

 

いるので書き方が甘い。改善の余地があるのでこれ

からも指摘していきたい。 

・市役所職員の給与明細のメールに広告を付けて

稼いでいる。 

・封筒については広告を印刷して納品してもらっ

ている。 

・備えることができるか確認する。 

 

 

 

・現在は議会名と質問内容だけになっている。 

・公開できるか検討する。 

 

・市議会での情報収集に努める。 

 

 

 

 

・生涯学習センターにて 2 月 23 日 10 時からであ

る。 

 


